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論者は、かつて S 社の一員としておよそ 20 年間当該組織内で暮らした経験を有し、現
在は、既に当該組織を退出した外部者である。なお、本稿で対象とする変容への取り組み
時には在職中であり、そのプロセスを体験した「当事者」としての体験に基づく「当事者
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表 2 状態管理基準（新規顧客用；概要） 
































































































































































































































































































































































































































加デザイン」（participatory design）の手法（Bodker & Grondak, 1996）を一部見ること
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